
（別紙３）

～ 令和　８　年　２　月　１０　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和　８　年　２　月　１０　日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

一人ひとりの個性にも配慮しながら、活動に取り組んで行

く。

集団で過ごす中で、年上の子の行動を見て、真似をしながら

も成長が図れるように取り組んで行く。

2

個別と集団をつなぐ、「中間の活動」の導入。

集団療育と個別指導を組み合わせることで、子ども一人ひと

りが「自分らしく、周りと関わりながら」成長できる活動を

充実させていく。

3

他事業所からもアイデアをもらい、また方々にアンテナを張

り支援方法の引き出しを増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近隣の保育所、幼稚園との連絡会、

交流イベントの企画、開催を検討していく。

2

小規模な交流の場（お茶会などの開催）、

保護者向けイベントの開催（勉強会＋座談会）、

など、実開催に向けての努力をしていく。

3

マニュアルの「見える化」と配布。ホームページやSNS等を

活用して周知していく。

また、連絡帳アプリへの記入だけでなく、口頭でも伝えるよ

うにする。

地域の子ども、幼稚園、保育所等との交流の機会が少ない。 地域との交流の機会が設けられていない。

保護者同士の連携や交流の機会が少ない。 保護者参加イベントは開催しているが回数が少ない。

非常時マニュアルの保護者への周知。 連絡帳アプリに記入しているが、保護者への周知が十分ではな

い。

「集団療育×個別支援・社会性・協調性の育成」

集団療育で社会性・協調性を育てつつ、個別支援でその子の特

性や課題に寄り添っている。

個別支援計画に基づき、集団活動の中でも一人ひとりの目標に

アプローチしている。

集団が苦手な子には、「見学」「部分参加」など段階的に関わ

れる仕組みをつくっている。

同じ活動でも目的別（感覚・言語・協調など）に関わり方を工

夫している。

「有資格職員によるバラエティ豊富な活動」

保育士等の有資格職員による、専門的な視点から支援を行って

います。子どもの興味・関心を引き出す活動や、日常生活に必

要なスキルの習得に向けた活動を日々提供しています。

利用者一人ひとりに合った作業工程を提供し、少しずつできる

作業を増やしていけるよう工夫している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

「5領域を踏まえた活動・個別対応」

毎日の活動内容を5領域を踏まえた上で作成している。利用者

の得意・不得意なことを把握しながら、それぞれに合ったやり

方で活動に参加できるように支援している。

同じ活動内容でも、利用者一人ひとりに合わせた内容を提示し

ている。

簡単なことからはじめ、少しずつレベルアップできるように課

題を工夫している。

できた時の達成感を感じ、さらに前に進めるように支援を行

なっている。

○事業所名 　たいむクラブ八幡東　

○保護者評価実施期間
令和　8　年　１　月　１５　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　８　年　２　月　１　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８　年　２　月　１５　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


